
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

（
港
湾
整
備
緊
急
措
置
法
等
の
廃
止
）

第
一
条

次
の
法
律
は
、
廃
止
す
る
。

一

港
湾
整
備
緊
急
措
置
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
十
四
号
）

二

下
水
道
整
備
緊
急
措
置
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
四
十
一
号
）

三

都
市
公
園
等
整
備
緊
急
措
置
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
六
十
七
号
）

（
国
有
林
野
事
業
特
別
会
計
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

国
有
林
野
事
業
特
別
会
計
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
三
項
中
「
治
山
治
水
緊
急
措
置
法
」
を
「
治
山
緊
急
措
置
法
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
同
条
第
三
項
第
一

号
」
を
「
同
条
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

（
警
察
法
の
一
部
改
正
）

第
三
条

警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
三
十
三
項
中
「
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
措
置
法
」
を
「
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
の
推
進



に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

（
奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

奄
美
群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
林
業
施
設
の
項
中
「
治
山
治
水
緊
急
措
置
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
二
十
一
号
）
第
二
条
第
三
項
第
二
号
」
を
「

治
山
緊
急
措
置
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
二
十
一
号
）
第
二
条
第
二
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

（
道
路
整
備
緊
急
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

道
路
整
備
緊
急
措
置
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

道
路
整
備
費
の
財
源
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律

第
一
条
中
「
を
緊
急
か
つ
計
画
的
に
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
道
路
交
通
」
を
「
の
交
通
」
に
、
「
資
し
」
を
「
資
す
る

た
め
、
道
路
整
備
費
の
財
源
等
に
関
す
る
特
例
を
定
め
」
に
改
め
る
。

第
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
定
義
）



第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
道
路
整
備
費
」
と
は
、
高
速
自
動
車
国
道
及
び
一
般
国
道
並
び
に
政
令
で
定
め
る
都
道
府

県
道
そ
の
他
の
道
路
の
新
設
、
改
築
、
維
持
及
び
修
繕
に
関
す
る
事
業
（
こ
れ
に
密
接
に
関
連
す
る
環
境
対
策
事
業
そ
の

他
の
政
令
で
定
め
る
事
業
を
含
む
。
以
下
「
道
路
の
整
備
に
関
す
る
事
業
」
と
い
う
。
）
の
実
施
に
要
す
る
国
が
支
弁
す

る
経
費
を
い
う
。

第
三
条
第
一
項
中
「
平
成
十
年
度
」
を
「
平
成
十
五
年
度
」
に
、
「
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
実
施
に
要
す
る
国
が
支
弁

す
る
経
費
（
以
下
「
道
路
整
備
費
」
と
い
う
。
）
」
を
「
道
路
整
備
費
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
道
路
整
備
五
箇
年
計

画
を
実
施
す
る
た
め
」
を
「
平
成
十
五
年
度
以
降
五
箇
年
間
は
」
に
改
め
、
「
同
項
の
」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
四
項
を
加

え
る
。

３

国
土
交
通
大
臣
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
講
じ
て
平
成
十
五
年
度
以
降
五
箇
年
間
に
行
う
べ
き
道
路
の
整
備

に
関
す
る
事
業
の
量
の
案
を
作
成
し
て
閣
議
の
決
定
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
項
の
事
業
の
量
は
、
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第

号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る

社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
に
即
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

国
土
交
通
大
臣
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
閣
議
の
決
定
が
あ
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
同
項
の
事
業
の
量
を
都
道



府
県
知
事
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

前
三
項
の
規
定
は
、
第
三
項
の
事
業
の
量
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
四
条
中
「
平
成
十
年
度
」
を
「
平
成
十
五
年
度
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
平
成
十
年
度
」
を
「
平
成
十
五
年
度
」
に
、
「
第
二
条
第
一
項
」
を
「
第
二
条
」
に
、
「
道
路
整
備

五
箇
年
計
画
に
照
ら
し
緊
急
に
」
を
「
当
該
五
箇
年
間
に
重
点
的
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
」
に
改
め
る
。

（
道
路
整
備
特
別
会
計
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

道
路
整
備
特
別
会
計
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
中
「
道
路
整
備
緊
急
措
置
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
三
条
」
を
「
道
路
整
備
事
業
（
道

路
整
備
費
の
財
源
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
三
条
第
一
項
」
に
、
「
同
法
第
二
条

の
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
実
施
に
要
す
る
経
費
で
国
が
支
弁
す
る
も
の
の
財
源
に
充
て
て
行
う
道
路
整
備
事
業
（
同
条
第

一
項
」
を
「
そ
の
実
施
に
要
す
る
国
が
支
弁
す
る
経
費
に
充
て
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
同
法
第
二
条
」
に
改
め
、
「
貸
付
け

を
い
う
」
の
下
に
「
。
以
下
同
じ
」
を
加
え
る
。

第
三
条
中
「
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
措
置
法
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
十
条
第
一
項



」
を
「
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
六
条
第
一
項
」
に
改

め
、
「
（
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
道
路
整
備
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
削
る
。

第
三
条
の
二
及
び
第
四
条
中
「
道
路
整
備
緊
急
措
置
法
」
を
「
道
路
整
備
費
の
財
源
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め

る
。附

則
中
第
二
十
八
項
を
第
二
十
九
項
と
し
、
第
二
十
三
項
か
ら
第
二
十
七
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
る
。

附
則
第
二
十
二
項
中
「
附
則
第
二
十
四
項
」
を
「
附
則
第
二
十
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
二
十
三
項
と
す
る
。

附
則
第
二
十
一
項
中
「
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
措
置
法
」
を
「
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
二
十
二
項
と
す
る
。

附
則
第
二
十
項
中
「
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
措
置
法
」
を
「
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
二
十
一
項
と
す
る
。

附
則
第
十
九
項
中
「
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
措
置
法
」
を
「
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
二
十
項
と
す
る
。

附
則
第
十
八
項
中
「
附
則
第
二
十
項
若
し
く
は
第
二
十
三
項
」
を
「
附
則
第
二
十
一
項
若
し
く
は
第
二
十
四
項
」
に
、
「



交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
措
置
法
」
を
「
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「

附
則
第
十
九
項
、
第
二
十
一
項
、
第
二
十
二
項
又
は
第
二
十
四
項
」
を
「
附
則
第
二
十
項
、
第
二
十
二
項
、
第
二
十
三
項
又

は
第
二
十
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
十
九
項
と
す
る
。

附
則
第
十
七
項
中
「
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
措
置
法
」
を
「
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
十
八
項
と
す
る
。

附
則
第
十
六
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第

号
）

17
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
道
路
整
備
緊
急
措
置
法
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
改
正
前
の
法
」
と
い
う
。
）
第
三

条
の
規
定
に
よ
り
、
揮
発
油
税
の
収
入
額
に
相
当
す
る
金
額
及
び
石
油
ガ
ス
税
の
収
入
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額

を
改
正
前
の
法
第
二
条
の
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
実
施
に
要
す
る
経
費
で
国
が
支
弁
す
る
も
の
の
財
源
に
充
て
て
行
つ

た
道
路
整
備
事
業
（
平
成
十
四
年
度
以
前
の
年
度
の
こ
の
会
計
の
予
算
で
平
成
十
五
年
度
以
後
の
年
度
に
繰
り
越
し
た
も

の
に
よ
り
行
う
道
路
整
備
事
業
を
含
む
。
）
は
、
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
道
路
整
備
事
業
に
含
ま
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
治
山
治
水
緊
急
措
置
法
の
一
部
改
正
）



第
七
条

治
山
治
水
緊
急
措
置
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

治
山
緊
急
措
置
法

第
一
条
中
「
治
山
治
水
事
業
」
を
「
治
山
事
業
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
次
の
各
号
に
」
を
「
次
に
」
に
、
「
前
二
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
「
又

は
治
水
事
業
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
を
削
る
。

第
三
条
の
見
出
し
中
「
及
び
治
水
事
業
七
箇
年
計
画
」
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中
「
、
建
設
大
臣
は
、
河
川
審
議
会
の
意

見
を
聴
い
て
、
平
成
九
年
度
以
降
の
七
箇
年
間
に
お
い
て
実
施
す
べ
き
治
水
事
業
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
治
水
事
業
七
箇

年
計
画
」
と
い
う
。
）
の
案
を
、
そ
れ
ぞ
れ
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
又
は
治
水
事
業
七
箇
年
計
画
」
及
び
「
、
治
山

事
業
又
は
治
水
事
業
に
つ
き
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
又
は
建
設
大
臣
」
及
び
「
又
は
治
水
事

業
七
箇
年
計
画
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
五
項
中
「
又
は
建
設
大
臣
」
及
び
「
又
は
治
水
事
業
七
箇

年
計
画
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
又
は
治
水
事
業
七
箇
年
計
画
」
を
削
り
、
「
「
林
政
審

議
会
」
と
、
同
項
及
び
前
項
中
「
建
設
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
国
土
交
通
大
臣
」
と
、
第
一
項
中
「
河
川
審
議
会
」
と
あ
る



の
は
「
社
会
資
本
整
備
審
議
会
」
を
「
、
「
林
政
審
議
会
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
治
山

治
水
事
業
」
を
「
治
山
事
業
と
治
水
事
業
（
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第

号
）
第
二
条
第
二

項
第
九
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
」
に
、
「
治
水
事
業
七
箇
年

計
画
」
を
「
同
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
（
治
水
事
業
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
」
に
、
「

相
互
調
整
」
を
「
調
整
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
八
項
を
削
る
。

第
四
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
及
び
治
水
事
業
七
箇
年
計
画
」
を
削
る
。

附
則
第
二
項
中
「
同
条
第
三
項
」
を
「
同
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
項
及
び
第
四
項
を
削
る
。

（
治
水
特
別
会
計
法
の
一
部
改
正
）

第
八
条

治
水
特
別
会
計
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

治
水
事
業
で
国
が
施
行
す
る
も
の
に
関
す
る
政
府
の
経
理
を
明
確
に
す
る
た
め
、
特
別
会
計
を
設
置
し
、
一
般
会
計
と

区
分
し
て
経
理
す
る
。



第
一
条
第
二
項
第
一
号
中
「
直
轄
治
水
事
業
」
の
下
に
「
（
治
水
事
業
で
国
が
施
行
す
る
も
の
の
う
ち
次
項
第
四
号
に
規

定
す
る
多
目
的
ダ
ム
建
設
工
事
以
外
の
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
、
「
及
び
」
の
下
に
「
同
号
に
規
定
す
る
」
を

加
え
、
同
項
第
二
号
中
「
法
第
二
条
第
二
項
第
一
号
」
を
「
次
項
第
一
号
」
に
、
「
法
第
二
条
第
三
項
第
一
号
か
ら
第
三
号

ま
で
」
を
「
第
四
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
に
、
「
及
び
海
岸
法
」
を
「
並
び
に
海
岸
法
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
法

第
二
条
第
二
項
第
一
号
」
を
「
次
項
第
一
号
」
に
、
「
同
条
第
三
項
」
を
「
第
四
項
」
に
、
「
同
条
第
二
項
第
一
号
」
を
「

次
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
法
第
二
条
第
二
項
第
五
号
」
を
「
次
項
第
五
号
」
に
、
「
同
条
第
三
項
」
を
「

第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
法
第
二
条
第
二
項
各
号
」
を
「
次
項
各
号
」
に
、
「
同
条
第
三
項
」
を
「
第
四
項
」

に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
」
を
「
次
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
（
第
四

項
の
規
定
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
の
施
行
に
必
要
な
土
木
に
係
る
建
設
技
術
に
関
す
る
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二

項
を
加
え
る
。

３

前
二
項
の
「
治
水
事
業
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
で
、
国
が
施
行
す
る
も
の
、
都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
が
施

行
し
、
か
つ
、
こ
れ
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
国
が
負
担
し
、
又
は
補
助
す
る
も
の
、
水
資
源
開
発
公
団
が
施
行
し
、
か

つ
、
こ
れ
に
要
す
る
費
用
を
国
が
交
付
す
る
も
の
及
び
民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
等
の
促
進
に
関



す
る
法
律
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
無
利
子
の
貸
付
け
に
係
る
も
の
を
い
う
。

一

河
川
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
河
川
（
同
法
第
百
条
の
規
定
に
よ
り
同
法
の
二
級
河
川
に
関
す
る
規
定
が
準
用

さ
れ
る
河
川
を
含
む
。
）
に
関
す
る
事
業
（
第
四
号
及
び
第
五
号
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

二

砂
防
法
第
一
条
に
規
定
す
る
砂
防
設
備
に
関
す
る
事
業

三

地
す
べ
り
等
防
止
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
号
）
第
五
十
一
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
三
号
ロ
に
規
定
す
る

地
す
べ
り
地
域
又
は
ぼ
た
山
に
関
し
て
同
法
第
三
条
又
は
第
四
条
の
規
定
に
よ
つ
て
指
定
さ
れ
た
地
す
べ
り
防
止
区
域

又
は
ぼ
た
山
崩
壊
防
止
区
域
に
お
け
る
地
す
べ
り
防
止
工
事
又
は
ぼ
た
山
崩
壊
防
止
工
事
に
関
す
る
事
業

四

特
定
多
目
的
ダ
ム
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項
（
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四

年
法
律
第
十
四
号
）
第
百
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
に
規
定
す
る
多
目
的

ダ
ム
の
建
設
工
事
（
以
下
「
多
目
的
ダ
ム
建
設
工
事
」
と
い
う
。
）
に
関
す
る
事
業

五

水
資
源
開
発
公
団
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
十
八
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
事
業

４

次
に
掲
げ
る
事
業
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
規
定
す
る
治
水
事
業
に
含
ま
れ
な
い
も
の
と
す
る
。

一

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
国
庫
負
担
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
七
号
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
災



害
復
旧
事
業

二

前
号
の
事
業
の
施
行
の
み
で
は
再
度
災
害
の
防
止
に
十
分
な
効
果
が
期
待
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
こ
れ
と

合
併
し
て
行
う
新
設
又
は
改
良
に
関
す
る
事
業
そ
の
他
同
号
の
事
業
以
外
の
事
業
で
あ
つ
て
、
再
度
災
害
を
防
止
す
る

た
め
、
土
砂
の
崩
壊
等
の
危
険
な
状
況
に
対
処
し
て
特
に
緊
急
に
施
行
す
べ
き
も
の

三

地
震
に
よ
る
地
盤
の
変
動
の
た
め
必
要
を
生
じ
た
河
川
に
関
す
る
事
業
で
政
令
で
定
め
る
も
の

第
四
条
第
一
項
第
二
号
中
「
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
」
、
「
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
号
）
」
及
び

「
（
平
成
十
四
年
法
律
第
十
四
号
）
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
」
を
削
り
、

同
項
第
六
号
及
び
同
条
第
二
項
第
五
号
中
「
法
第
二
条
第
二
項
各
号
」
を
「
第
一
条
第
三
項
各
号
」
に
、
「
同
条
第
三
項
」

を
「
同
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
十
一
項
中
「
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
」
の
下
に
「
治
水
事
業
で
国
が
施
行
す
る
も
の
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ

」
を
加
え
る
。

附
則
第
二
十
二
項
か
ら
第
二
十
八
項
ま
で
の
規
定
中
「
そ
れ
ぞ
れ
」
を
削
り
、
「
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
」
の
下
に

「
治
水
事
業
で
国
が
施
行
す
る
も
の
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
る
。



附
則
中
第
三
十
五
項
を
第
三
十
六
項
と
し
、
第
三
十
四
項
を
第
三
十
五
項
と
す
る
。

附
則
第
三
十
三
項
中
「
附
則
第
三
十
五
項
」
を
「
附
則
第
三
十
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
三
十
四
項
と
す
る
。

附
則
中
第
三
十
二
項
を
第
三
十
三
項
と
し
、
第
三
十
一
項
を
第
三
十
二
項
と
す
る
。

附
則
第
三
十
項
中
「
附
則
第
三
十
四
項
」
を
「
附
則
第
三
十
五
項
」
に
、
「
附
則
第
三
十
一
項
、
第
三
十
二
項
、
第
三
十

三
項
又
は
第
三
十
五
項
」
を
「
附
則
第
三
十
二
項
か
ら
第
三
十
四
項
ま
で
又
は
第
三
十
六
項
」
に
、
「
附
則
第
三
十
三
項
又

は
第
三
十
五
項
」
を
「
附
則
第
三
十
四
項
又
は
第
三
十
六
項
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
三
十
一
項
と
す
る
。

附
則
第
二
十
九
項
中
「
法
第
二
条
第
二
項
第
五
号
」
を
「
第
一
条
第
三
項
第
五
号
」
に
、
「
同
条
第
三
項
」
を
「
同
条
第

四
項
」
に
、
「
法
第
二
条
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
一
条
第
三
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
を
附
則
第
三
十
項
と
す
る
。

附
則
第
二
十
八
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第

号
）

29
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
治
山
治
水
緊
急
措
置
法
第
三
条
に
規
定
す
る
治
水
事
業
七
箇
年
計
画
に
係
る
直
轄
治
水

事
業
及
び
多
目
的
ダ
ム
建
設
工
事
で
既
に
施
行
し
た
も
の
（
平
成
十
四
年
度
以
前
の
年
度
の
こ
の
会
計
の
予
算
で
平
成
十

五
年
度
以
後
の
年
度
に
繰
り
越
し
た
も
の
に
よ
り
施
行
す
る
直
轄
治
水
事
業
及
び
多
目
的
ダ
ム
建
設
工
事
を
含
む
。
）
は



、
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
治
水
事
業
で
国
が
施
行
す
る
も
の
の
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
直
轄
治
水
事
業
及
び
多
目
的
ダ
ム

建
設
工
事
に
含
ま
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
港
湾
整
備
特
別
会
計
法
の
一
部
改
正
）

第
九
条

港
湾
整
備
特
別
会
計
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
中
「
港
湾
整
備
緊
急
措
置
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
港
湾
整
備
七
箇

年
計
画
の
実
施
に
伴
い
、
港
湾
整
備
事
業
（
同
法
第
二
条
に
規
定
す
る
港
湾
整
備
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
「
港

湾
整
備
事
業
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
行
な
う
も
の
」
を
「
行
う
も
の
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
港
湾
整
備
緊
急

措
置
法
第
二
条
第
一
号
」
を
「
次
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
の
二
中
「
港
湾
整
備
緊
急
措
置
法
第
二
条
第
一
号
の

二
」
を
「
次
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
港
湾
整
備
緊
急
措
置
法
第
二
条
第
三
号
」
を
「
次
項
第
四
号
」
に
、

「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
中
「
港
湾
整
備
緊
急
措
置
法
第
二
条
第
四
号
」
を
「
次
項
第
五
号
」
に
改

め
、
同
項
第
九
号
中
「
港
湾
整
備
緊
急
措
置
法
第
二
条
第
五
号
」
を
「
次
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え

る
。

３

前
二
項
の
「
港
湾
整
備
事
業
」
と
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
を
い
う
。



一

港
湾
施
設
の
建
設
又
は
改
良
の
事
業
（
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
国
庫
負
担
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九

十
七
号
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
災
害
復
旧
事
業
の
施
行
の
み
で
は
再
度
災
害
の
防
止
に
十
分
な
効
果
が
期
待
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
る
た
め
に
こ
れ
と
合
併
し
て
行
う
事
業
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
事
業
を
除
く
。
）
及
び
こ
れ
ら
の
事

業
以
外
の
事
業
で
港
湾
そ
の
他
の
海
域
に
お
け
る
汚
泥
そ
の
他
公
害
の
原
因
と
な
る
物
質
の
堆
積
の
排
除
、
汚
濁
水
の

た
い

浄
化
そ
の
他
の
公
害
防
止
の
た
め
に
行
う
も
の
で
あ
つ
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
施
行
す
る
も
の
及
び
港
湾
管
理
者
が
施

行
し
、
か
つ
、
こ
れ
に
要
す
る
費
用
の
全
部
又
は
一
部
を
国
が
負
担
し
又
は
補
助
す
る
も
の

二

広
域
臨
海
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
法
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第
十
九
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
広
域
臨

海
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
が
行
う
廃
棄
物
埋
立
護
岸
の
建
設
又
は
改
良
の
事
業

三

外
貿
埠
頭
公
団
の
解
散
及
び
業
務
の
承
継
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
運
輸
大
臣
が
指
定
し
た
法

人
が
施
行
す
る
外
貿
埠
頭
の
建
設
又
は
改
良
の
事
業

ふ

四

港
湾
法
第
五
十
五
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
貸
付
け
に
係
る
特
定
用
途
港
湾
施
設
の
建
設
又
は
改
良
の
事

業
五

民
間
都
市
開
発
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
二
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ



る
国
の
貸
付
け
に
係
る
港
湾
施
設
の
建
設
又
は
改
良
の
事
業

六

民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第

十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
貸
付
け
に
係
る
港
湾
施
設
の
建
設
又
は
改
良
の
事
業

七

港
湾
法
第
四
十
三
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
施
行
す
る
開
発
保
全
航
路
の
開
発
及
び
保
全
の
事
業

第
四
条
第
一
項
第
六
号
中
「
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
二
号
）
」
を
削
り
、
同
項
第
七
号
中
「
（
平
成
十
一
年
法
律

第
百
十
七
号
）
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
港

湾
整
備
事
業
」
の
下
に
「
（
第
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
港
湾
整
備
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
加
え
、
同
項
第
三

号
の
二
中
「
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
七
十
六
号
）
」
を
削
る
。

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第

号
）

28
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
港
湾
整
備
緊
急
措
置
法
第
三
条
に
規
定
す
る
港
湾
整
備
七
箇
年
計
画
に
係
る
港
湾
整
備

事
業
で
国
が
施
行
し
た
も
の
（
平
成
十
四
年
度
以
前
の
年
度
の
こ
の
会
計
の
予
算
で
平
成
十
五
年
度
以
後
の
年
度
に
繰
り

越
し
た
も
の
に
よ
り
国
が
施
行
す
る
港
湾
整
備
事
業
を
含
む
。
）
は
、
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
港
湾
整
備
事
業
で
国



が
施
行
す
る
も
の
に
含
ま
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
改
正
）

第
十
条

災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
八
条
第
九
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

九

治
山
緊
急
措
置
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
二
十
一
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
治
山
事
業
に
関
す
る
計
画

第
三
十
八
条
中
第
十
四
号
を
第
十
五
号
と
し
、
第
十
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
四

社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第

号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
社
会
資
本
整
備
重

点
計
画

（
森
林
・
林
業
基
本
法
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

森
林
・
林
業
基
本
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
条
第
三
項
中
「
治
山
治
水
緊
急
措
置
法
」
を
「
治
山
緊
急
措
置
法
」
に
改
め
る
。

（
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
措
置
法
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う



に
改
正
す
る
。

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律

第
一
条
中
「
緊
急
に
」
を
「
特
に
」
に
、
「
も
と
に
」
を
「
下
に
」
に
、
「
行
な
い
」
を
「
行
い
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
行
な
わ
れ
る
」
を
「
行
わ
れ
る
」
に
改
め
、
同

項
第
一
号
中
「
が
行
な
う
」
を
「
が
行
う
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
が

行
な
う
」
を
「
が
行
う
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
緊
急
に
」
を
「
特
に
」
に
、
「
行
な
う
」
を
「
行
う
」
に
改
め
る
。

第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
を
削
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
緊
急
に
」
を
「
特
に
」
に
改
め
、
「
平
成
八
年
度
以
降
の
七
箇
年
間
に
お
い
て
」
を
削
り
、
同
条
を

第
三
条
と
す
る
。

第
七
条
を
削
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
七
箇
年
計
画
」
を
「
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
道

路
に
つ
い
て
、
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第

号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
社
会
資
本
整



備
重
点
計
画
（
以
下
「
重
点
計
画
」
と
い
う
。
）
」
に
、
「
総
理
府
令
・
建
設
省
令
」
を
「
内
閣
府
令
・
国
土
交
通
省
令
」

に
改
め
、
「
協
議
に
よ
り
」
の
下
に
「
重
点
計
画
の
計
画
期
間
に
お
け
る
」
を
、
「
実
施
計
画
」
の
下
に
「
（
以
下
「
実
施

計
画
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
「
建
設
大
臣
」
を
「
国
土
交
通
大
臣
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
の
」
を
削
り
、

同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
の
」
を
削
り
、
同
項
後
段
を
削
り
、
同
条
を
第
四
条
と
す
る
。

第
九
条
の
見
出
し
を
「
（
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
の
実
施
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
の
」

を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
を
第
五
条
と
す
る
。

第
十
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
中
「
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
」
を
「
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
」

に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
と
す
る
。

第
十
一
条
の
見
出
し
を
「
（
国
の
財
政
上
の
措
置
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
」
を
削
り
、

「
地
方
単
独
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
」
を
「
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
以
外
の
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
」

に
改
め
、
同
条
を
第
七
条
と
す
る
。

第
十
二
条
中
「
第
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
」
を
「
第
四
条
第
一
項
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
す
る
。



附
則
第
五
項
及
び
第
八
項
中
「
第
十
条
第
二
項
」
を
「
第
六
条
第
二
項
」
に
改
め
る
。

（
新
東
京
国
際
空
港
周
辺
整
備
の
た
め
の
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

新
東
京
国
際
空
港
周
辺
整
備
の
た
め
の
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
七
号

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
道
路
の
項
中
「
道
路
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
道
路
の
新
設
又
は
改
築
で
道
路
整
備
緊
急
措
置
法
第
二
条
第
一

項
に
規
定
す
る
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
に
基
づ
く
も
の
」
を
「
道
路
整
備
費
の
財
源
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十

三
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
道
路
の
新
設
又
は
改
築
」
に
改
め
る
。

（
自
転
車
道
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

自
転
車
道
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
自
転
車
道
の
計
画
的
整
備
）

第
五
条

社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第

号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
社
会
資
本
整
備
重

点
計
画
は
、
自
転
車
道
の
計
画
的
整
備
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



（
水
源
地
域
対
策
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

水
源
地
域
対
策
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
七
項
の
表
道
路
整
備
緊
急
措
置
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
四
条
の
項
中
「
道
路
整
備
緊
急
措
置

法
」
を
「
道
路
整
備
費
の
財
源
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

（
水
道
原
水
水
質
保
全
事
業
の
実
施
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

水
道
原
水
水
質
保
全
事
業
の
実
施
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
二
条
第
四
項
第
七
号
中
「
治
山
治
水
緊
急
措
置
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
二
十
一
号
）
第
二
条
第
二
項
第
一
号
」
を

「
治
水
特
別
会
計
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
四
十
号
）
第
一
条
第
三
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

（
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
（
平
成
七
年
法
律
第
十
六

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
号
中
「
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
措
置
法
」
を
「
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
の
推
進
に



関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

（
独
立
行
政
法
人
土
木
研
究
所
法
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

独
立
行
政
法
人
土
木
研
究
所
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
一
号
中
「
治
山
治
水
緊
急
措
置
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
二
十
一
号
）
第
二
条
第
四
項
」
を
「
治
水
特
別

会
計
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
四
十
号
）
第
一
条
第
二
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
道
路
整
備
緊
急
措
置
法

」
を
「
道
路
整
備
費
の
財
源
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
道
路
の
整
備
」
を
「
第
二
条

に
規
定
す
る
道
路
の
新
設
、
改
築
、
維
持
及
び
修
繕
」
に
改
め
る
。

（
石
炭
鉱
業
の
構
造
調
整
の
完
了
等
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
十
九
条

石
炭
鉱
業
の
構
造
調
整
の
完
了
等
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
十
六
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
十
八
条
中
「
治
山
治
水
緊
急
措
置
法
第
二
条
第
三
項
」
を
「
治
水
特
別
会
計
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
四
十
号

）
第
一
条
第
四
項
各
号
」
に
改
め
る
。

（
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
）



第
二
十
条

沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
六
条
第
二
項
中
「
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
措
置
法
」
を
「
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
の
推

進
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

（
独
立
行
政
法
人
緑
資
源
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
一
条

独
立
行
政
法
人
緑
資
源
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
治
山
緊
急
措
置
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
条

治
山
緊
急
措
置
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
を
削
り
、
附
則
第
一
項
の
項
番
号
を
削
る
。

（
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
二
条

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
十
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
九
条

削
除



附
則
第
二
十
条
の
う
ち
、
治
水
特
別
会
計
法
第
一
条
第
二
項
第
四
号
の
改
正
規
定
中
「
改
め
る
」
を
「
改
め
、
同
条
第
三

項
中
「
、
水
資
源
開
発
公
団
」
を
「
、
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
」
に

改
め
、
同
号
の
改
正
規
定
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

五

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
二
号
）
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
イ

並
び
に
附
則
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
に
該
当
す
る
事
業

附
則
第
二
十
条
の
う
ち
、
治
水
特
別
会
計
法
第
四
条
第
一
項
第
三
号
の
改
正
規
定
中
「
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
十

八
号
）
」
及
び
「
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
二
号
）
」
を
削
り
、
同
法
附
則
第
二
十
九
項
の
改
正
規
定
中
「
附
則
第
二

十
九
項
」
を
「
附
則
第
三
十
項
」
に
、
「
法
第
二
条
第
二
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
業
（
同
条
第
三
項
」
を
「
旧
水
公
団
法
第

十
八
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
業
（
法
第
二
条
第
三
項
」
を
「
第
一
条
第
三
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
業
（

同
条
第
四
項
」
を
「
旧
水
公
団
法
第
十
八
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
業
（
第
一
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同

法
附
則
第
三
十
項
の
改
正
規
定
中
「
附
則
第
三
十
項
」
を
「
附
則
第
三
十
一
項
」
に
改
め
、
同
法
附
則
第
三
十
一
項
の
改
正

規
定
中
「
附
則
第
三
十
一
項
」
を
「
附
則
第
三
十
二
項
」
に
改
め
、
同
法
附
則
第
三
十
二
項
の
改
正
規
定
中
「
附
則
第
三
十

二
項
」
を
「
附
則
第
三
十
三
項
」
に
改
め
る
。



（
国
土
交
通
省
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
二
十
三
条

国
土
交
通
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
第
三
号
中
「
、
治
山
治
水
緊
急
措
置
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
二
十
一
号
）
」
を
削
る
。

第
十
四
条
第
一
項
第
三
号
中
「
、
港
湾
整
備
緊
急
措
置
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
十
四
号
）
」
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
都
市
公
園
等
整
備
緊
急
措
置
法
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

第
一
条
の
規
定
の
施
行
前
に
国
が
貸
付
け
を
行
っ
た
同
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
都
市
公
園
等
整
備
緊
急
措
置
法

第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
金
の
償
還
及
び
償
還
金
に
相
当
す
る
金
額
の
交
付
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

（
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
措
置
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条

平
成
十
四
年
度
以
前
の
年
度
の
予
算
に
係
る
国
の
負
担
金
、
補
助
金
又
は
貸
付
金
で
平
成
十
五
年
度
以
降
に
繰
り
越



さ
れ
た
も
の
に
係
る
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
の
実
施
並
び
に
当
該
事
業
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
の
国
及
び
地
方
公
共

団
体
の
負
担
並
び
に
国
の
補
助
及
び
貸
付
け
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
四
条

前
二
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。



理

由

社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
法
の
施
行
に
伴
い
、
港
湾
整
備
緊
急
措
置
法
、
下
水
道
整
備
緊
急
措
置
法
及
び
都
市
公
園
等
整
備

緊
急
措
置
法
を
廃
止
し
、
道
路
整
備
費
の
財
源
等
の
特
例
措
置
を
引
き
続
き
平
成
十
五
年
度
以
降
五
箇
年
間
講
じ
る
こ
と
と
す

る
等
と
と
も
に
、
国
有
林
野
事
業
特
別
会
計
法
そ
の
他
の
関
係
法
律
の
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を

提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。


